
１．新型コロナウイルス感染症対策 ・・・２２，４４１百万円
（１）病床・宿泊療養施設の確保

・入院病床の確保（11,488）
・軽症者を受け入れる施設の確保（4,095）
・入院・外来・救急医療機関等のＣＴ撮影装置や人工呼吸器等の設備整備（1,482）

（２）福祉施設等のクラスター対策
・医療機関・社会福祉施設職員等を対象とした一斉・定期的な検査の実施（244）
・幼稚園・保育所等の児童福祉施設の感染症対策の改修整備等（118）

（３）ワクチン接種の推進
・広域接種会場の設置などワクチン接種の推進のための体制確保（2,091）

（４）基本方針に基づく各般の取組
・「ワクチン・検査パッケージ」利用等のための検査体制の確保（800）
・県電話相談窓口（24時間、平日・土日祝）の運営（151）

（５）新型コロナウイルス感染症で大きな影響を受けた方々を支援
・失業・休業等を原因とする自殺の防止（31）

２．地域デジタル化の推進（デジタル推進交付金の活用）・・・１,７３６百万円
・県内企業等へのデジタル技術導入支援、「奈良デジタルメッセ2023」の開催等（189）
・ 新 奈良スーパーアプリによる行政サービスの変革の実現（アプリの構築・運用等）（620）
・電子カルテなどの病院情報システムのクラウド化・共同化の検討（18）
・観光を取り巻く環境の変化に対応するため、観光業のデジタル技術の活用強化（80）
・自動運転やＭａａｓ等デジタル技術を活用した交通サービスの導入を検討（70）
・ 新 統合型校務支援システムの運用など県立学校のネットワークを強靱化（223）

３．栄える「都」をつくる ・・・１,８４９百万円
～奈良県経済の好循環を促し、働きやすく、就業しやすい奈良県にする～
・奈良県の活力を牽引する骨格幹線道路ネットワークの整備
（国道168号阪本工区、香芝王寺道路、国道169号高取バイパスほか）（1,849）

補正予算額 ３６，６３１百万円 （Ｒ３・２月補正予算額（開会日提出分） ５４,９５３百万円）

＜一般会計＞ ３６，４８１百万円
財源内訳(百万円)：分担金及び負担金67、国庫支出金30,138、諸収入130、県債5,116、一般財源1,030

※補正後の総予算額 ６２０，９７４百万円（当初予算比＋12.8％、前年度同期比△2.5％）

＜国民健康保険事業費特別会計＞ １５０百万円

補正予算案の規模

主な事業内容（政策体系別） ※政策体系別の金額は再掲を含む

令和４年度２月補正予算案（開会日提出分）の概要

表示単位未満で四捨五入しているため、数値の計と合計が一致しない場合がある

４．賑わう「都」をつくる ・・・・ １０１百万円
～奈良が有する自然・歴史・文化資源を活用し、観光産業を振興する～
・ 新 インバウンドの回復に向け、社寺等の魅力を活用したコンテンツの造成（80）

５．愉しむ「都」をつくる ・・・５,５２１百万円
～県民が安心して快適に暮らし続けられる奈良をつくる～
・大和川流域の浸水被害の軽減を図るための河川改良（広瀬川外17河川）（840）
・南部・東部地域の治水安全度向上を図るための河川改良（紀の川、町並川）（519）
・土石流等から人家等を保全するための整備（五條市大塔町辻堂外18カ所）（979）
・防災・減災のために国が実施する河川改良・砂防事業への負担金（772）
・歴史的な景観を保全すべき箇所・市街地幹線道路等の無電柱化を推進（210）
・児童福祉施設、認可外保育施設、放課後児童クラブのＩＣＴ環境を整備（78）
・出生育児関連用品の購入助成や子育て支援サービスの利用負担を軽減（900）

６．便利な「都」をつくる ・・・４,５３９百万円
～県土マネジメントを推進し、効率的で便利な交通基盤をつくる～
・骨格幹線道路ネットワークや地域の安全・安心を支える道路の整備（一部再掲）
（国道168号香芝王寺道路、桜井吉野線、高野天川線ほか）（2,522）

・道路の斜面崩壊等を防止するための対策（国道168号外13路線）（564）
・老朽化した橋りょう・トンネル等の道路施設の修繕（国道166号片塩歩道橋外４施設、

国道168号大川橋外27橋、国道169号戸賀トンネル外19トンネル）（676）
・道路の舗装補修（中和幹線外９路線）（735）

７．健やかな「都」をつくる ・・・・ １０６百万円
～健康寿命日本一を目標に、高齢者、障害者を含む、誰もが健やかに暮らせる地域をつくる～
・ 新 障害児通所支援事業所等の送迎バス安全装置・通所管理システム等の導入（45）
・ 新 保健所の体制強化及び医療機関とのネットワーク強化により、新しい感染症等へ対応（18）

８．智恵の「都」をつくる ・・・・ １９４百万円
～すべての県民が、生涯良く学び続けられ、奈良の歴史文化に親しめる地域をつくる～
・公立学校の教育情報化を支援するため、ＧＩＧＡスクール運営支援センターを運営（124）
・ 新 教員の資質向上を図るため、個別最適な学びを実現するオンライン研修コンテンツを作成（12）

９．豊かな「都」をつくる ・・・１,９７３百万円
～県内の農・畜産・水産業・林業の振興、農村活性化、脱炭素エネルギー政策、森林を護る施策を進める～
・ほ場・農業水利施設等の整備（255）
・県営ため池等の整備（164）
・市町村の防災重点ため池の改修等への支援（660）
・森林の持つ多面的機能の維持・増進を図るための森林整備への支援（107）
・防災・減災のための治山事業（74）
・新宮川水系十津川地区における国直轄治山事業への負担金（69）
・県産材を取り扱う製材工場等が行う加工流通施設及び設備整備への支援（299）

10．誇らしい「都」をつくる ・・・５,４７６百万円
～奈良のポテンシャルを最大限に活かしたまちづくりを進め、地域の新たな未来を切り開く～
・デジタル田園都市を形成する大和平野中央田園都市構想の推進（90）
・災害に強い道路ネットワークの整備（赤滝五條線ほか）（再掲）（2,027）
・道路の斜面崩壊等を防止するための対策（国道169号外12路線）（再掲）（548）
・老朽化した橋りょう・トンネルの道路施設の修繕
（国道168号大川橋外19橋、国道169号戸賀トンネル外19トンネル）（再掲）（439）

・道路の舗装補修（国道165号外４路線）（再掲）（210）
・国直轄河川事業への負担金（再掲）（346）
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